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図 2. トゲウミエラ属の一種（A）とその体表上から得られたトゲウミエラカクレケンミジンコ（B, D–F: NSMT-Cr 32707; C: NSMT-Cr 
32708）. A: 腹面観（矢印は葉状体に付着しているウミエラカニダマシを示す）; B: 成体雌の腹面観 ; C: 成体雄の腹面観 ; D: 成体
雌の第 1 触角（矢印は第 1 節の刺毛を示す）; E: 成体雌の第 5 胸脚および生殖複合節（矢印は第 5 胸脚の突起を示す）; F: 成体
雌の尾叉（矢印）.

においてトゲウミエラ属ウミエラ類の体表から得られて
いることに因み、標準和名としてそれぞれウミエラカク
レケンミジンコ属（新称）とトゲウミエラカクレケンミ
ジンコ（新称）を提唱する。

考察

　1群体のトゲウミエラ属ウミエラ類からケンミジンコ
類のコペポディド幼体および成体雌雄が得られ、これら
の中から無作為に抽出した成体雌雄各 20個体を種同定
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ているのか不明であるが、少なくともトゲウミエラカク
レケンミジンコは 1群体のウミエラ類に計 930個体と多
数が生息していたため、ウミエラカニダマシによるトゲ
ウミエラカクレケンミジンコへの悪影響はない、もしく
はわずかであると考えられる。
　無脊椎動物と共生関係にあるカイアシ類の知見は未だ
少ない。特にウミエラカクレケンミジンコ類に関する知
見は記載に留まることが多く、非常に限られている。今
後、分布域や宿主範囲、生態などのさらなる知見の蓄積
が期待される。
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したところ、全個体がトゲウミエラカクレケンミジンコ
Pennatulicola piscatorius Itoh & Kim, 2015と同定された。
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てトゲウミエラ類の体表上に生息していることが明らか
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